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上げる。UNESCO の人類の無形文化遺産の代表的な一覧表（the Representative List of the Intangible 
















こうした理由のもとに、カンカンソーレは UNESCO の選考過程を経て、2009 年度から人類の無















































11) 事例分析では、1992～2009 に出版された『教育音楽中学・高校版』36 巻 12 号～53 巻 11 号、音楽之
友社と 2005～2006 に出版された「音楽教育実践ジャーナル」3巻 1号～4巻 1号、日本音楽教育学会
の実践事例を取り上げている。
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て規定されている。」「カンカンソーレは、国の文化財庁の文化財委員会によって重要無形文化財とし
て指名され、同時にその基本が設定された。」などが挙げられている。「UNESCO のホームページ」、

































































































































に思われる。そして、後者の引用は 1882 年 7 月 15 日に行われた東京女子師範学校の卒業式の最中
に琴、笙、琵琶を伴奏とする日本の歌について語っているものである。ここでは、同一人物の記述と






























































































ー・ショックとは「anxiety that results from losing all of our familiar signs and symbols of social intercourse」
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であると定義している。 現在は、異文化と関わる心理学の用語よして多く使われている。ここで
は、思いもかけない異なる文化の芸術に出会ったときの驚きを表す用語として使われている。K. 
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いる。そして、時期的には「正月（陰暦 1 月 1 日）と秋夕（陰暦 8 月 15 日）、集落によっては流頭
（陰暦 6 月 15 日）、百中（陰暦 7 月の 15 日）に行われていた伝統行事の一つである」6)とされてい
る。ときには、農閑期や祭事的な意味のある十五夜に行われることもある。



























第 2 部は、所作を伴う遊び歌である。遊び歌と所作は地域によって異なるが、30 種類近くあると
言われている。実際、無形文化財として登録されているのは、《クサガメよ、遊びなさい（남생아
놀아라）》《蛙の打令（개구리 타령）》《わらびを摘もう（고사리 꺾기）》《ニシンを編もう（청어 엮기）》
《むしろを巻こう（덕석 몰기）》《瓦を踏む（기와 밟기）》《大門を開く（대문 열기）》《野ねずみを




































































チャジンモリ長短の場合、8 分の 12 拍子は大きな 4拍子系であるが、詳細にみていくと 1 拍が三
分割されたことを基本とする拍分割でみる必要がある。つまり、1 拍が 3 つの小単位からなる 4 拍
子である。また第 1 拍と第 9 拍目にはアクセントが来る。韓国の伝統音楽をもっとも特徴づけてい
るのは、この三分割が弾む感じのリズムを生み出し、① ◌ ◌ ② ◌ ◌ ③ ◌ ◌ ④ ◌ ◌と小さい拍子で構
成されている「3 小拍子」の形態であるため、西洋音楽の 4 分の 3 拍子とは異なり、韓国では「3小
























































図 3 芸能保持者の 3人による公演（右が金宗心氏）





































































第 2 節 カンカンソーレの教科内容構成




1963 年公布された第 2 次教育課程（1963～1973）による教科書の検定は 1966 年に行われたが、こ
の時期一部の中学校と高等学校の音楽科教科書にはカンカンソーレの歌が教材として使い始められ
た。小学校では、第 5 次教育課程（1988～1992）の時期に音楽科の表現と鑑賞領域の教材として取









































       学年
題材
1 2 3 4 5 6
《中ぐらいのカンカンソーレ》 〇 ②
《速いカンカンソーレ》 〇 ②























2010 年 3 月に発行された小学校第 3 学年の教科書には、民謡 2 曲、わらべうた 6 曲が教材として
取り上げられている。8 分の 9 拍子の教材は韓国の代表的な民謡であるアリランのみで、それ以外の
曲は全て 8分の 12 拍子であるのが特徴である。構成音は 3 音を中心に 4音と 5 音の楽曲が取り上げ
られている。
表 2 小学 3年の教科書における伝統音楽の歌唱曲







































ド（シ）の 3 音構造をもっているわらべうたである。伝統音楽の歌唱曲の 8 つの中でカンカンソー
レは 2 曲であるため、割合は 25％である。教師用指導書における指導内容は以下のとおりである。














次に示す表 4 を見ると、小学校第 4 学年の教科書には、民謡 6 曲、わらべうた 2 曲、創作国楽 2
曲が取り扱われている。第 3 学年の教材はソウルの近辺地方の民謡である京畿民謡が中心であった
が、第 4 学年から南道民謡という違う地域の民謡に触れられる機会を設けられたことが一つの特徴
であるといえる。民謡の場合、取り上げられている拍子は《トラジ（도라지）》が 8 分の 9 拍子で、
それ以外の曲は 8 分の 12 拍子であることから、拍子の多様性という面が問われるが、韓国の伝統音
楽の場合は拍子より楽曲を特徴づける長短の方が重要視されるため、多様性という意味では配慮さ
れていると考えられる。構成音は 3 音から 5 音の曲まで多様に取り上げられている。
表 4 に示している伝統音楽の歌唱曲の内、カンカンソーレの楽曲である《蛙の打令》《中ぐらいの





表 4 小学 4年の教科書における伝統音楽の歌唱曲















































表 5 生活のカンカンソーレの指導内容その 2
《蛙の打令》指導内容
第１時 ①聞いて歌うことで旋律を覚えて歌を歌うこと。





























































































































































































                                                  
42
























4) 韓国文化財庁の発表による、2009 年 12 月現在の重要無形文化財の指定現況は、音楽 17 種目、舞踊 7
種目、演劇 14 種目、飲食と武芸 3 種目、伝統遊び（ノリ）と儀式 24 種目、工芸技術 49 種目である。




































学校教育学研究科『連合研究科共同研究プロジェクト F 編（平成 18～20 年度）1 年次報告書－教育実
践の観点から捉える「教科内容学」の研究』2007、pp.54～62
23) 韓国では、教科用図書に関する規定の第 4条、第 6条、第 14 条により、初・中等学校の教科用図書の
国定・検定・認定の制度が変わった。2011 年 3月現在、実科（技術・家庭）・体育・音楽・美術の高学
年の教科書と英語の教科書は以前の国定制から検定制と変わり、民間出版社による教科書が導入され

































































































































































































































































































































































































6 ) ここで使用された映像は、 2010 年度に韓国の国立南道国楽院で製作された 〔 JINDO
GANGGANGSULRAE〕の DVD 資料である。
7)「カンカンソーレに楽しもう」ワークシート 1の内容をまとめると次のようである。
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①儀礼のカンカンソーレの歌い方・足の動き・雰囲気について感じたことや気づいたことを書きましょ
う。
















ゆ っ く り
し た カ ン
カ ン ソ ー
中 ぐ ら い
の カ ン カ
ンソーレ
ニ シ ン を
編もう
速 い カ ン


















































図 1  I 中学校音楽室での授業風景
2 本実践における学習指導案
〈学習指導案〉





















































































































































































































































この     長い音符と短い音符がありますけど、生活のカンカンソーレの楽譜から探してみましょう。この


























































































































































































いく。」ここで、「芸術の根底にある態度」は原文では「The attitudes basic in other forms of experience」と




7) カンカンソーレの様子と自然環境（UNESCO ホームページ http://www.unesco.org/new/en/culture/）
（最終アクセス 2012 年 12 月 24 日）
8) 小島は「表現と音楽の法則性とのズレ」について歌唱の授業で不自然な箇所で息つぎをしている M児の
例を挙げ、自分の演奏の批評を受け、人の演奏と聴き比べるうちに、自分の息つぎの位置の不自然なこ
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楽的経験の変容過程を明らかにすることである。そのため、大阪府 I 中学校 2 学年 39 名を対象に、







     … 自文化《ソーラン節》の学習

































































































































































































































































































































































[名詞で分類した場合]    [形容詞15)で分類した場合]（動詞と副詞を含む）
No。 単語 件数 割合 単語 件数 割合
1 昔 20 51% 伝わる 12 30％
2 伝統 9 23% ゆっくり
ゆったり
6 15％
3 地域 9 23% 古い 4 10％
4 独特 8 21%
5 子ども 6 15%
6 民族 3 8%
7 田舎 2 5%
























































































































ート調査 Bでは、生徒の民謡についての考え方の変化が示されている。図 2 にその結果を示す。
図 2 のように、ちょっとそうである（8 名）、どちらかといえばそうである（15 名）、かなりそう
である（13 名）、非常にそうである（3名）となっているため、学習後の民謡に対する考えは、いず
れの生徒にも変化が見られ、半分以上の生徒は大きな変化がうかがえた。
図 2 学習後の 5 段階尺度
ここで、アンケート A の調査において、民謡に対して「子ども」という素朴概念をもっている 6 名





























































した」と答えている。つまり、抽出生徒である D と E は、わらべうたに対して子どものイメージか
ら大人のイメージへ、そして、感情（気持ち）の表れへと概念が再構成されたといえる。
表 5 学習後の民謡に対する生徒のイメージ
                                 （自由記述の単語分析）
No。 単語 品詞 件数 割合
1 感情（気持ち）の表れ 名詞句 7 16
2 大勢の人 名詞句 6 13
3 動き（踊り） 名詞 6 13
4 大人 名詞 5 11
5 歌詞の即興性 名詞 4 9
6 悲しい 形容詞 4 9
7 明るい 形容詞 3 7
8 恨み 名詞 3 7
9 喜怒哀楽 名詞 2 4
10 楽しい、楽しめる 形容詞 2 4
11 人との関わり 名詞 1 2
12 面白い 形容詞 1 2
13 思いの受け継ぎ 名詞句 1 2
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の実践的研究－小学 5 学年の 2 つの授業実践を通して－」学校音楽教育実践学会編『学校音楽教
育研究』第 4 巻、2000、pp.106～113
(26)桝田祐子、小川容子、小枝達也「多様な音楽文化を取り入れたカリキュラムによる児童の音楽観







教育学』第 37 巻第 2号、2007、pp.1～11
(30)滝沢達子「音楽教育と文化をめぐる視点－最近の国際学会などからのアプローチ－」『音楽教育




(32)龍村あや子「〈異文化理解〉と音楽（第一部）」『北海道東海大学紀要 人文社会科学系』第 1 号、
1988、pp.75～85





(36)西島千尋「学校教育において『異文化の音楽』はいかに教えられるべきか－1980年代 the British 
Journal of Sociology of Education において展開された K.スワニクと G.ヴァリアミー＆J.シェファ

































































1．日  時  平成 23 年 7月 11 日(月)・12日(火)
2．学年・組  中学校 第 1 学年 1 組 男 19 名、女 21 名
3．場  所  徳島県徳島市 鳴門教育大学附属中学校音楽室
4．指導内容  〔共通事項〕 速度と曲想
〔指導事項〕鑑賞ウ 我が国（日本）や郷土の伝統音楽及びアジア地域の
諸民族の音楽の特徴から音楽の多様性を感じ取り、鑑賞すること。









5．単  元  カンカンソーレの特徴を感じ取って鑑賞しよう。























































































































・カンカンソーレの CD をかけ、2 グループ
ずつ発表させる。






















ワークシート 1                1 年  組  （            ）
1．儀礼のカンカンソーレの歌い方・足の動き・雰囲気について感じたことや気づいたことを書きまし
ょう。































                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                             
                                                                                                                                                                          
                                                                               
ゆ っ く り
と し た カ
ン カ ン ソ
中 ぐ ら い
の カ ン カ
ンソーレ
ニ シ ン を
編もう
速 い カ ン
カ ン ソ ー
レ
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足 歩くぐらいの遅さ。 早歩きくらい。 走るくらい。



















雰 ゆったりしている。 テンポがいい。 リズムにのっている。






























足 同上。 同上。 同上。




































る。足 遅い。 少し速い。 少し跳んでいて速い。
雰 暗い感じ。 少し明るい。 楽しそう。













































































































































































































足 忍び足ぐらい。 普通の歩きぐらい。 早歩きより速いぐら
い。
雰 のんびりとした。 平凡。 跳ねているよう。








足 ゆっくり。 速歩き。 跳ねながら、速く動い
ていた。
雰 ゆったりとした感じ。 流れる感じ。 楽しそうな感じ。




足 ゆっくり。 少し速い。 ゆっくりとしたのと
では、全然違って速
い。




























































































雰 おとなしい。 元気な感じがした。 楽しそう。






























雰 重苦しい。 ゆったりとした感じ。 賑やか。






雰 静かな感じ。 楽しい感じ。 賑やか。







足 遅い。 少し速い。 速い。








足 リズムと同じ。 普通。 スキップぐらい。


















なかった。足 遅い。 少し速い。 速い。






















33 歌 のばすところが長い。 リズムに乗った感じ。 速く歌っている。 手の動きや足の動きが
速い。
ぐるぐる回って楽
しそうな感じ。足 ゆっくり。 少し速い。 飛び跳ねるように。


























































































足 忍び足。 歩く速さ。 スキップ。













































































































































































































































































































































































































































































1．日  時  平成 23 年 11 月 22 日（火）
2．学年・組  中学校 第 2 学年 A 組 男 20 名、女 19 名





5．単  元  カンカンソーレの特徴を感じ取って鑑賞しよう。
























































































































































































































































































































































































2 年 A 組  名前（           ）
〇「民謡」というのはどういう音楽だと思いますか？
あなたの民謡についての考えを簡単に教えて下さい。
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7 昔から伝わっている。 28 優しい感じ。ゆったりしている。
8 古くからある。子どもの歌のようなイメージ。 29 子どもが歌うような歌。その土地独特の歌。







11 昔からの田舎とかにありそうなの。ゆっくり。 32 昔から伝わっている。今とは違う独特な感じ。


















20 昔から伝わっている伝統的な音楽。 40 昔からある音楽。






































































































































































































































































































































































































































































































































달 떠 온다 달 떠 온다、
동해 동천 달 떠 온다、
저기 저 달 뉘 달인가、
방호방네 달이라네、
방호방은 어디 가고
































강강술래  /  강강술래           
임아 임아 정든 임아、
낮에 와도 범 나온 고랑、 밤에 어찌 오셨던가、
외씨 같은 저 버선등、
이슬에 젖어 어찌 왔오、
새침때를 꺽어 들고、이리 털고 저리 틀고、
자츰자츰 내가 왔네、임이 찾어(찾아)올 적에는、
개가 멍멍 짖더니만、임이 떠나 갈 적에는、
새벽닭이 우는 구나、오동추야 달은 밝고、














































































    
生活のカンカンソーレの所作は歌詞と密接に結びついている。《ニシンを編もう》、《むしろを巻こ
う》の曲ともに、歌詞の内容はそれぞれの物事を描写しており、所作はそれを再現するような動き
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金 奎道
